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研究報告書 

 

本研究の目的は、これまで蓄積したタンパク質工学的に人工抗体を作製する技術を応

用して、抗原特異的に作製した低分子化抗体をデノボ設計により天然型抗体より高い親

和性/特異性を持たせる。さらに、この改変低分子抗体を細菌種特異的に分解・阻害活性

を示すタンパク質との融合タンパク質として作製し、抗体の認識能と菌への為害作用の 2

種類の異なる機能を併せ持つ新規機能性抗体を安価にかつ迅速に作製する基盤を開発す

る.   

人工抗体ライブラリ、およびアルパカ抗体ライブラリより A 群レンサ球菌の鉄獲得レ

セプターShr、SLO, およびブドウ球菌の鉄獲得レセプターの isdH に対する抗体が得ら

れた。  

このうち、Shr に対する人工抗体は、SPR および ITC 上で天然型抗体に匹敵する結

合能を示し、また Shr とヘモグロビンの結合を阻害した。SLO 抗体については、SLO

のエンドソーム膜破壊能を指標として解析したところ、明確なエンドソーム膜破壊の阻

害効果が認められた。さらに、isdH 抗体は、ヘム鉄との阻害効果が明確に示されただ

けでなく、菌の増殖阻害活性も認めれた。  

 

 

 

 

  




